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11..  土土性性--BBAASSEE→→CCAALLSS44 ココンンババーータタのの概概要要  
本章では、[土性-BASE→CALS4 コンバータ]の概要について説明します。 

 

11..11..  土土性性--BBAASSEE→→CCAALLSS44 ココンンババーータタととはは……  
土性-BASE/Win により入力＆ファイル保存されたデータ（.SRY 形式）を「地質・土質成果電子納品要領（平成

28 年 10 月）」に規定された土質試験結果一覧表データ（ST0400.DTD：.XML 形式）に変換します。 

 

 

③ [ファイル]-[名前と付

けて保存]から、土質試

験結果一覧表データ

（XML 形式）を指定

① [ファイル]-[ファイル

を開く]から、土性

-BASE/Win（.SRY 形

式）データを指定 

② [A:標題][B:土質試験]
で、変換結果を確認お

よびキー入力（修正）
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11..22..  入入力力項項目目のの説説明明  
本マニュアルでは、入力項目そのものの説明は行っていません。 

CALS4 形式の土質試験結果一覧表データの入力項目については「地質・土質成果電子納品要領（平成 28 年 10 月）」

の「付属資料 6 土質試験結果一覧表データ」に詳細な説明があるため、そちらにて確認して下さい（boring73.pdf

はインストールフォルダにあります）。 

 

 
 

「地質・土質成果電子納品要領（平成 28 年 10 月）」と共に提供された土質試験結果一覧表データのサンプルデ

ータ（STB0001.XML）および土性-BASE/Win サンプルデータ（サンプル.SRY）が、システム登録先フォルダ内に

あるため、これを読み込むことで入力データの具体例を確認することができます 
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22..  イインンスストトーールルガガイイドド  
本章では[土性-BASE→CALS4 コンバータ]のシステム入手～インストール（アンインストール）～起動（認証）

～終了について説明します。運用形態として「レンタル版」と「購入版」とがあり、それぞれ手順が異なります。 

 

22..11..  レレンンタタルル版版のの利利用用  
レンタル版の利用方法について説明します。 

以下の説明と共に、Kiso-Cloud の「○○-BASE のレンタル運用」マニュアルも確認して下さい。 

（https://kiso-cloud.com/ggs/Manual/ManualBaseSrv.pdf） 

 

22..11..11..  ダダウウンンロローードドおおよよびびイインンスストトーールル  

Kiso-Cloud の[○○-BASE]レンタル運用ページから、

使用するアプリケーションをダウンロードし、運用す

る PC にインストールします。 

① Kiso-Cloud にログインし、メインメニューから[○

○-BASE]レンタル運用をクリックします。 

② [○○-BASE]レンタル運用画面で、[土性-BASE→

CALS4 コンバータ]をクリックします。 

③ [保存]をクリックします。 

④ [フォルダーを開く]をクリックします。 

⑤ ダウンロードファイルを右クリックし[開く]を選

択します（zip の解凍でも大丈夫です）。 

⑥ [SETUP.EXE]を起動し、インストールを開始します。 

 実際の操作方法は、使用するブラウザおよびバージ

ョンにより若干異なります。 

 

 

 

 

 

 

 

 SETUP.EXE 起動後、Wizard の指示に従いインストー

ルを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❻ 

❷

❸

❹ 

 Google Chrome を利用した場合は、以下の警告が表示され

る場合がありますが、▼→[継続]をクリック 
して下さい（提供直後は DL 数が少なく 
Chrome の勝手な判断を止められません）。 

 

❼ ❽ 

 別の [○○ -BASE]（例えば柱状 -BASE や断面

-BASE）と、同一フォルダにインストールしない

よう注意して下さい。 
 特別な事情が無い限り、インストーラが示す（デ

フォルト）フォルダを変更しないで下さい。

❺ 
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 インストールする PC の環境により（特に最新 OS 利用の

場合）、セキュリティ警告が表示される場合がありますが、

[実行][登録]などを選択してインストール作業を進めます。 

 再インストールの場合は、一旦アンインストールしてから

インストールします。 
 

22..11..22..  アアンンイインンスストトーールル  

アンインストールは、使用 OS により若干、操作方法が異なります。 

① コントロールパネルの［プログラムと機能］ダイアログから[土性-BASE→CALS4 コンバータ]をクリックし、

[アンインストールをクリックすることにより実施します。 

② あるいは、コントロールパネルの［プログラムの追加と削除］ダイアログから[土性-BASE→CALS4 コンバー

タ]をクリックし、[削除]ボタンを押すことにより実施します。 

③ Windows10 では、[設定]→[システム]→[アプリと機能]から[土性-BASE→CALS4 コンバータ]をクリックし[ア

ンインストール]→[アンインストール]をクリックすることにより実施します。 

 
 
 
 
 
 
 

22..11..33..  シシスステテムムのの起起動動  

[土性-BASE→CALS4 コンバータ]の起動方法について以下に示します。 

((11))  [[ススタターートトメメニニュューー]]かからら起起動動  

① Windows タスクバーの[スタート]ボタンをクリック 

② [すべてのアプリ]あるいは[すべてのプログラム]をクリック 

③ [地質調査ソフトウェア（Kiso-Cloud レンタル運用）]をクリック 

④ [土性-BASE→CALS4 コンバータ]をクリック 
 

22..11..44..  シシスステテムムのの終終了了  

[土性-BASE→CALS4 コンバータ]を終了するには、以下の 3 方法があります。 

① メニュー[ファイル]-[アプリケーションの終了]をクリック 

② アプリケーションコントロール（   ）をクリックし、[閉じる]をクリック 

③ メインウィンドウ右上の[閉じる]ボタン（   ）をクリック 

④ 編集中データの破棄注意メッセージが表示された場合は、編集中データを失

いたくない場合は[キャンセル]を、問題ない場合は[OK]をクリック 

 

 

 

❾ ❿ 

❸

❹
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Internet

ユーザ認証・ 

使用 PC 確認 

[OK]であれば 

ソフトを起動

❶

❷

❷
❸ 

❹ 

❺ ❻

Kiso-Cloud 

22..11..55..  KKiissoo--CClloouudd 認認証証シシスステテムム  

レンタル版の場合、システム起動直後に Kiso-Cloud 認証システムにより正規ユーザであることの認証を行います。 

((11))  起起動動時時認認証証  

[土性-BASE→CALS4コンバータ]起動時にKiso-Cloudに対し認証処理を行うため Internet接続環境が必要です。 

① 起動時に Kiso-Cloud 認証画面が表示されます。 

② Kiso-Cloud ID（ユーザ名・パスワード）をキー入力します（Kiso-Cloud ホームページでの ID と同じもの）。 

③ 次回起動時に保存 ID を利用する場合は[ユーザ名/パスワードを記憶する]をチェックします。 

④ [持ち出し処理]を行う場合、持ち出し日数（1～14）を選択します。 

⑤ [認証]をクリックします…認証を通過すると[土性-BASE→CALS4 コンバータ]を起動します。 

⑥ 起動を中止する場合は[キャンセル]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

((22))  ウウイイルルスス対対策策ソソフフトトへへのの対対応応  

Kiso-Coud 認証システムでは、以下の情報を Kiso-Cloud サーバに送信します（これ以外の情報は送信しません）。 

① ユーザ名（入力値） ② パスワード（入力値） ③ 持ち出し日（選択値） 

④ コンピュータ名 ⑤ 起動システム名称（土性-BASE→CALS4 コンバータ） 

この「ローカルプログラムからインターネットサーバへのデータ送信」動作が、使用しているウイルス対策ソ

フトの種類および設定により、不正アプリケーションであると認識されてしまう場合があります。 

この場合、ウイルス対策ソフトにより Kiso-Cloud サーバとの通信をブロックするか警告が出ますが、通信をブ

ロックしない設定として下さい。 

指定方法はウイルス対策ソフトにより異なりますが、以下に 1 例として「AVG アンチウイルス 無料版」での

指定方法を示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①  Kiso-Cloud 認証システムを誤っ

て不正プログラムとして検出 

② [追加のオプショ

ン]をクリック

③  [許可]をクリック 

④ [例外プログラム]
として許可された

 Kiso-Cloud サーバへの情報送信上の問題があ

る場合は、まず貴社（貴機関）のネットワーク

管理者にご相談を頂き、解決しない場合は

Kiso-Cloud 事務局宛にご相談下さい。 
 セキュリテイポリシー上、Kiso-Cloud への情報

送信が許されない場合は、[レンタル運用]版は

ご使用になれません。 
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❶

❷ ❸

((33))  動動作作中中認認証証  

動作中は定期的に認証が行われます（1 度起動すると

認証操作なしで、使い続けることができます）。 

この際、起動時認証時に入力された Kiso-Cloud ID を

利用して自動的に認証を行うため、ユーザが意識する

必要はありませんが、Internet 接続環境が遅い（悪い）

場合は認証処理に時間がかかるため、認証処理中はシステムの動作が遅くなる可能性があります。 

動作中認証に失敗するとエラーメッセージを表示しシステムを強制終了するため、システム動作中は必ず

Internet 接続環境を維持して下さい（認証後に Network ケーブルを外す、無線 LAN を切るなどできません）。 

保存されていない入力編集中データがある場合はテンポラリフォルダに保存します。 

((44))  持持ちち出出しし処処理理  

動作 PC を Internet 接続環境のない現場に持ち出す、あるいは Internet 接続環境が安定しない場合は[持ち出し処

理]を実施して下さい。操作は[(1) 起動時認証 ④]を参照下さい。 

[持ち出し処理]中は、Kiso-Cloud 認証処理を行わないため上記ケースに対応しますが、以下の制限が発生します。 

 動作させる PC を変更することができません。 

 Kiso-Cloud を解約することができません。 

① [持ち出し処理]中は、システム起動時に[持ち出し終

了]画面が表示されます。 

② [キャンセル]をクリックすると、Kiso-Cloud 認証を行

わずにシステムを起動します。 

③ 上記制限を解除したい場合は、Internet 接続環境を確

保した上で、[持ち出し終了]をクリックします。 

④ 持ち出し期間が終了すると、システム起動時に Kiso-Cloud 認証画面が表示されます。 

※ 持ち出した PC が壊れるなど[持ち出し終了]処理ができない場合、上記制限を解除するためには、持ち出し

終了日後までお待ち頂く必要があります。 

※ Kiso-Cloud がメンテナンス等で停止する場合は、前もってメールにてお知らせするため、停止前に停止期間

＋αで[持ち出し処理]を実施して下さい。 

((55))    [[登登録録 PPCC 解解除除]]処処理理  

動作 PC を変更するためには、Kiso-Cloud から[登

録 PC 解除]処理を行います。 

① Kiso-Cloud にログインし、メインメニューから

[○○-BASE]レンタル運用をクリックします。 

② [○○-BASE]レンタル運用画面で、登録されているコンピュータ名を確認し、[登録 PC 解除]をクリックしま

す（PC が登録されていない場合、ボタンは無効化されています）。 

③ 解除するコンピュータ名と解除処理実施日時を表示するため[OK]をクリックします。 

④ [登録 PC 解除]処理は取り消せません。誤って[登録 PC 解除]した場合は、解除後に再度、同一 PC で Kiso-Cloud

を起動し認証（登録）します。 

[登録 PC 解除]処理は、クリックした翌日の 0:00～3:00 頃に実施されます（それまでの間は、現在登録されてい

る PC 上で動作します）。 [持ち出し]処理中は、持ち出し終了日の翌日に解除処理が実施されます。明日解除した

い場合は[持ち出し終了]後に[登録 PC 解除]します。 

((66))  エエララーーメメッッセセーージジ  

Kiso-Cloud 認証システムが表示するエラーメッセージおよび対処方法について下表に示します。 
エラーメッセージ 対処方法 

ユーザ認証（ログイン）に失敗しました。 Kiso-Cloud の ID として正しいことを確認して下さい。 
利用パターンが異なります（[パターン 2]ある

いは[パターン 3]でなければ動作しません）。 
有償サービス[パターン 2 あるいは 3]の申し込みが有効であることを確認して下

さい。 
別 PC（登録コンピュータ名）が登録されてい

るため、本システムを実行できません。 
表示されたコンピュータから[登録 PC 解除]処理を行い、解除後に再度、〇○

-BASE を起動および認証して下さい。 
持ち出し設定されていません。 通常はあり得ないメッセージ。Kiso-Cloud 事務局にメールにて連絡願います。 
別 PC（登録コンピュータ名）が登録されてい

るため、[持ち出し終了]処理を実行できません。 
通常はあり得ないメッセージ。Kiso-Cloud 事務局にメールにて連絡願います。 

●●●●●● 

●●●●●●●
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22..22..  購購入入版版のの利利用用  
土性-BASE/Win のシステム CD にバンドルされて提供されます。 

購入版の[土性-BASE→CALS4 コンバータ]にはプロテクト処理を施していませんが、土性-BASE/Win のインスト

ールされていない PC での運用を許可している訳ではありません。 

必ず土性-BASE/Win と同一 PC で運用して下さい。 

 

22..22..11..  イインンスストトーールル  

 システム CD の[Converter]フォルダ内の SETUP.EXE 起動後、Wizard の指示に従いインストールを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

22..22..22..  アアンンイインンスストトーールル  

アンインストールは、使用 OS により若干、操作方法が異な

ります。 

① コントロールパネルの［プログラムと機能］ダイアログか

ら[土性-BASE→CALS4 コンバータ]をクリックし、[アン

インストールをクリックすることにより実施します。 

② あるいは、コントロールパネルの［プログラムの追加と削

除］ダイアログから[土性-BASE→CALS4 コンバータ]をク

リックし、[削除]ボタンを押すことにより実施します。 

③ Windows10 では、[設定]→[システム]→[アプリと機能]から

[土性-BASE→CALS4 コンバータ]をクリックし[アンイン

ストール]→[アンインストール]をクリックすることによ

り実施します。 

 

❶ ❷ 

❸ ❹ 

 別の [○○ -BASE]（例えば柱状 -BASE や断面

-BASE）と、同一フォルダにインストールしない

よう注意して下さい。 
 特別な事情が無い限り、インストーラが示す（デ

フォルト）フォルダを変更しないで下さい。
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22..22..33..  シシスステテムムのの起起動動  

[土性-BASE→CALS4 コンバータ]の起動方法について以下に示します。 

((22))  [[ススタターートトメメニニュューー]]かからら起起動動  

① Windows タスクバーの[スタート]ボタンをクリック 

② [すべてのアプリ]あるいは[すべてのプログラム]をクリック 

③ [地質調査ソフトウェア]をクリック 

④ [土性-BASE→CALS4 コンバータ]をクリック 
 

22..22..44..  シシスステテムムのの終終了了  

[土性-BASE→CALS4 コンバータ]を終了するには、以下の 3 方法があります。 

① メニュー[ファイル]-[アプリケーションの終了]をクリック 

② アプリケーションコントロール（   ）をクリックし、[閉じる]をクリック 

③ メインウィンドウ右上の[閉じる]ボタン（   ）をクリック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❹

❸
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33..  デデーータタ入入力力  
入力編集機能では、データの各入力項目は様式毎に各タブに整理されています。 

ユーザは、入力に必要となるタブをクリックし、各入力項目にデータをキー入力します。 

入力したデータはファイルに保存し再利用することができ、必要に応じて電子納品を行います。 

 

33..11..  タタブブ（（様様式式））のの切切りり替替ええ  
A:標題、B:土質試験の 2 つのタブから構成されておりタイトルが画面下部に表示されています。 

このタブタイトルをクリックすることでタブを切り替えることが可能です。 

切り替わったタブが前面に表示され、入力内容の確認あるいはデータ入力が可能となります。 

この、前面に表示され入力可能なタブをアクティブなタブ（それ以外のタブを非アクティブなタブ）と称します。 

画面右上の（▼）からも切り替えられます。 

 

 

33..22..  タタブブののレレイイアアウウトト  
自由にタブをレイアウトし関連情報を一覧にて視認することで、効率的なデータ入力を行えるよう機能実装され

ています。 

① レイアウトしたいタブタイトルをドラッグします。 

② ドッキングマークが表

示されるため、配置し

たいドッキングマーク

上でドロップします。 

③ そのまま Window 外ま

でドラッグ＆ドロップ

することで、タブを独

立した Window とする

ことも可能です。 

独立した Window とし

た場合は、タブタイト

ルではなく Window タ

イトルをドラッグ＆ド

ロップします。 

 

 

 

 

表 示 中 タ ブ

の切り替え
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A:標題、B:土質試験を並べて入力することができます。 

 
 

33..33..  フファァイイルル関関連連操操作作  
33..33..11..  新新規規  

現在入力中のデータを破棄し、新しくデータ入力を

始める場合に選択します。 

 

 

 

 

33..33..22..  フファァイイルルをを開開くく  

編集元となるデータを読み込みます。 

土性 -BASE(.SRY)、土質試験結果一覧表データ

（ST0400.DTD：.XML 形式）を指定できます。 

 

 

 

 

33..33..33..  上上書書きき保保存存  

土質試験結果一覧表データ（ST0400.DTD：.XML 形

式）を指定した場合は[上書き保存]によりデータ更新

が可能です。新規、あるいは土性-BASE(.SRY)を指定

した場合は、一度[名前を付けて保存]により CALS4

形式ファイルを確定させる必要があります。 

 

 

 

 

33..33..44..  名名前前をを付付けけてて保保存存  

入力中のデータを土質試験結果一覧表データ

（ST0400.DTD：.XML 形式）として保存します。 

ファイル保存用ダイアログが表示されるため、保存

先フォルダとファイル名を指定します。 
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33..44..  AA 様様式式（（00 様様式式））のの入入力力  
「地質・土質成果電子納品要領（平成 28 年 10 月）」の「付属資料 6 土質試験結果一覧表データ」に従い、0 様

式および A 様式データを入力します。 

① 青字で示されている項目は土性-BASE(.SRY)から変換可能な項目です。 

 

 
 

33..55..  BB 様様式式のの入入力力  
「地質・土質成果電子納品要領（平成 28 年 10 月）」の「付属資料 6 土質試験結果一覧表データ」に従い、B 様

式データを入力します。 

① 一般、粒度など、黒字項目は 1 試料当たり 1 つ（単数）の情報が登録できます。 

② 圧密、一軸など、青字項目は 1 試料当たり複数の情報が登録できます。 

③ 複数情報は複数列を使用して登録します（同一資料は同一試料番号とします）。 

注意：試料番号の記載のない情報はデータ化（ファイル保存）されません。 

④ 複数列を使用した場合、最も左側の列が単数情報の登録欄となります。 

 

33..55..11..  入入力力補補助助機機能能  

以下の項目について入力補助機能があります。 

① 試料採取情報 

② 供試体状態コード 

③ 圧密試験条件コード 

④ せん断試験条件コード 

⑤ 透水試験方法コード 

マウスクリックにより選択すると、選択中セルの同一行の当該項目が入力されます。 
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土質試験結果一覧表データ作成エディタではなく、あくまで[土性-BASE→CALS4 コンバータ]であるため、列の

挿入・削除機能はありません。 

 

 

33..66..  ヘヘルルププ  
33..66..11..  操操作作ママニニュュアアルル  

[ヘルプ]-[操作マニュアル]をクリックすると本書が表示されます（Acrobat Reader など PDF 閲覧ソフトウェアが

インストールされている必要があります）。 

 

同一情報は同一試

料番号とします。

複数列を使用した

場合、最も左側の列

が単数情報の登録

欄となります。 

複数情報は複数列

を使用して登録し

ます。 

マウスのドラッグ＆ドロップでサイズ変更が可能です。 
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33..77..  項項目目定定義義  
土性-BASE/Win では、各データ種別を項目定義の略称で指定しており、[土性-BASE→CALS4 コンバータ]ではこ

の略称を手掛かりとしてデータ変換を行います。 

また一部のデータについては、項目定義の単位により係数をかけることで、土質試験結果一覧表データの単位に

変換を行います。 

下表に土質試験結果一覧表データの各項目と略称（単位）との関係を示します。 

 

項目名
試料番号 試料番号
試料連番 1～連番
試料採取情報 試料採取 1/2
上端深度 GL.m 深度下限 深度が上下共にない場合はデータ化しない
下端深度 GL.m 深度上限 深度が上下共にない場合はデータ化しない
試料の状態 試料状態 1～8
湿潤密度 ρtg/cm3 湿潤密度
乾燥密度 ρdg/cm3 乾燥密度
土粒子の密度 ρsg/cm3 比重
自然含水比 wn% 含水比
間隙比 e 間隙比
飽和度 Sr% 飽和度
石分 (75mm以上)% 石分
礫分 (2～75mm)% 礫分
砂分 (0.075～2mm)% 砂分
シルト分 (0.005～0.075mm)% シルト分
粘土分 (0.005mm未満)% 粘土分
最大粒径 mm 最大粒径 粒径 どれか1つが有効となる
均等係数 Uc 均等係数
50%粒径 D50mm ５０％粒径 平均粒径 Ｄ５０ どれか1つが有効となる
10%粒径 D10mm １０％粒径 有効粒径 Ｄ１０ どれか1つが有効となる
液性限界 wL% 液性限界
塑性限界 wp% 塑性限界
塑性指数 Ip 塑性指数
地盤材料の分類名 分類 分類名 分類記号 分類記号（日本）
分類記号 分類 分類名 分類記号 分類記号（日本）
圧密試験方法コード 圧密コード
圧密試験方法 圧密試験
圧縮指数 Cc 体積圧縮 体積圧縮係数 cm2/kgf = /98.1 m2/MN = /1000.0
圧密降伏応力 pc kN/m2 圧密応力 降伏応力 kgf/cm2 = *98.1 tf/m2 = *9.81
体積圧縮係数 Cv m2/kN 圧縮指数
圧密係数 mv cm2/d 圧密係数
圧力範囲 圧力範囲
一軸圧縮強さ qu kN/m2 一軸強度 kgf/cm2 = *98.1 tf/m2 = *9.81
破壊ひずみ εf % 破壊歪
せん断試験条件コード B0521 B0524 B0522 B0523
せん断試験条件 変換されない

ＴｃＵＵ ｃＵＵ ＴｃＣＵ ｃＣＵ kgf/cm2 = *98.1 tf/m2 = *9.81
Ｔｃ２ＣＵ ＴｃＣＵＢ ｃＣＵＢ Ｔｃ２ＣＵＢ
ＴφＵＵ φＵＵ ＴφＣＵ φＣＵ
Ｔφ２ＣＵ ＴφＣＵＢ φＣＵＢ φ２ＣＵＢ
Ｔｃ’ＣＤ ｃＣＤ ＴｃＣＤ Ｔｃ’ＣＵＢ kgf/cm2 = *98.1 tf/m2 = *9.81
ｃ’ＣＵＢ Ｔｃ’２ＣＵＢ
Ｔφ’ＣＤ φＣＤ ＴφＣＤ Ｔφ’ＣＵＢ
φ’ＣＵＢ Ｔφ’２ＣＵＢ

締固め試験方法 締固試験
最大乾燥密度 ρdmax g/cm3 締固密度
最適含水比 wopt % 締固含水
CBR試験方法 ＣＢＲ試験
CBR試験突固め回数 回/層 ＣＢＲ回数
膨張比 re ＣＢＲ膨張
貫入試験後含水比 w2 ＣＢＲ含水
平均CBR % ＣＢＲ平均
締固め度 % ＣＢＲ締固
修正CBR % ＣＢＲ修正
コーン指数突固め回数 回/層 コーン回数
コーン指数qc kN/m2 コーン指数
透水試験方法コード 透水コード
透水試験方法 透水試験
透水係数 k m/s 透水係数 cm/s = /100 cm/sec = /100
項目名 項目名
試験値 試験値

せん断強さ(有効応力) c' kN/m2

せん断抵抗角(有効応力) φ'度

備考略称

英字からなるほうを記号とする

せん断強さ(全応力) c kN/m2

せん断抵抗角(全応力) φ度

 

略称は半角・全角を区別しません。例えば[D50]と[Ｄ５０]は同一略称とします。 
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